
 

 

道教組 生権速報  No.5  	２０１５／１１／１８ 担当：椙木 

～ １１・１８ 賃金確定最終（教育長）交渉 終わる ～ 

  １７年間強いられてきた 道独自削減 終了！ 

道教組・道高教組は、１１月１８日（水）午前８時３０分より総勢４０名で、賃金課題にかかわる最終の道

教委交渉を行い、柴田教育長に道理と教育条理にもとづく要求をつきつけ、誠意ある回答を求めました。道教

組は、椙木書記長、内藤書記次長、茶森執行委員、全石狩札幌教組の小西・秋山両副委員長、上川教組の犬上

副委員長と上田会計委員、空知教組の関屋書記長と大島執行委員、全胆振教組の高橋委員長が参加しました。 

道教委側は柴田教育長を筆頭に、関係する局長や課長ら５名が対応しました。質問と回答は次のとおりです。 

交渉項目 道教組・道高教組の質問・指摘 道教委（教育長）の回答 

 

 

 

 

 

 

 

冒頭、柴田教育長より報告 

先日、道議会決算特別委員会で知事より「一般職の独自縮減措置

を終了する方向で、新たな行財政計画を取りまとめる」旨の答弁が

ありました。道教委といたしましても、この答弁に沿った方向で対

応してまいりたい。 

組合員のみなさんには、平成11年度以降、17年間にも及ぶ長期

間にわたり、給与の独自縮減措置にご協力をいただいたことに心よ

りお礼申し上げます。   道独自削減は３月で終了！ 

① 道独自削減について 

知事・道教 

委にこそ、アク 
ティブ・ラーニン 
グで判断⼒・ 
思考⼒・表現 

⼒を⾝につけ 
てほしい。 

高教組･旭川南高･松代さん 

 独自削減終了については、一般職

員に限定されており、引き続き管理

職員など一部でも削減を継続するな

らば、これまで確認してきた「人件

費の削減による道財政運営を行わな

い」とする姿勢から後退したと言わ

ざるを得ず、断じて認めることはで

きない。人件費の削減に頼らない財

政運営を求めるが、いかがか。 

 

 

人件費に頼らない財政運営を

めざし取り組んでいるところで

すが、当面は収支不足額が見込

まれており、現在、来年度以降

の収支対策について検討を行っ

ているところ。 
（指摘）・収支対策の検討内容を

明らかにせよ。・管理職の給与削

減措置も終了すべき。・あらため

て人件費に頼らない財政運営を！ 

② 道人事委員会勧告の 

取り扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問・指摘をする椙木書記長 

 

 

 給与改定に伴う差額の支給時期に

ついて、早急に条例を改正し、正月

前に支給せよ。 

 

≪解説≫ 

 地方公務員の賃金は、その地方自

治体の主体的判断で決定できるも

の。しかし、総務省が国の改定を待

てとの指示を出していることから、

「国を待つ」との回答。臨時国会が

見送られ、国家公務員給与改定法案

の審議や閣議決定が送れていること

から、道職員の賃金改定が遅れる。 

給与改定は勧告どおり実施す

る。（月例給578円、ボーナス

4.10月、初任層2,500円、その

他1,100円程度改定） 

国の給与改定についての閣議

決定を待ってから、関係条例改

正案を道議会に提案してまい

る。条例施行後、速やかに差額

を支給してまいりたい。 
（指摘）・国の給与改定に左右さ

れる扱いは不満。差額支給は、条

例施行後、早急に支給すべき。 



 

③ 単身赴任手当について 

 

 

 

 

（指摘）単身赴任者が多い実態を踏

まえ、全額前倒し改定にならなかっ

たことは不満。また、別居の事情に

かかわらず、手当を支給するよう、

支給要件の緩和を求める。 

 

（③・④は回答なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答に耳を澄ます参加者 

④再任用について 

 

 

 

（指摘）来年度から無年金期間が 2

年間になる。今でも教員の再任用率

は低い。道教委は希望者の再任用を

保障すべきだ。道教委には、道人事

委員会が報告したように「組織の実

態を踏まえた新たな再任用制度」を

構築するよう強く求めておく。 

道高教組國田委員長のまとめ  道がわれわれに 17 年間強いてきた独自削減が終了することは、朗報で

ある。しかし、給与改定の差額支給を道で独自判断できず年内支給となら

ないことは、教職員を励ます回答とは言えない。不満が残る。 

 今後、新たな教職員人事評価制度の課題が残るが、06 年に現行制度の

導入時、教育長とわれわれが合意した「学校教育活動は教職員と校長の信

頼関係が大切」という点を含め、教育条理を今後の交渉で確認していく。 

時間外職場（支部）集会を開きましょう！ 

本日の交渉結果を受けて、交渉内容を学習するとともに、自分たちの思いや声を道教委に届けま

しょう。道教委職員のみなさんも、私たちと同じ教育に携わる道職員です。思いは共有できるはず。

一方的に責め立てる言葉ではなく、道理と教育条理をもって「語り・伝える」言葉を集めましょう。 

11 月 18 日（水）～24 日（火）をとりくみの基本とします。 

①交渉内容の学習（この「速報」や「声明」を活用） 

②専用の用紙に、回答に対する思いを書き連ねる。 

③道教組に FAX又はメール、郵送で送る。 

送付先 道教組 

FAX なら、０１１－７４２－１００１ 

メールなら、dokyoso@seagreen.ocn.ne.jp 

郵送なら、26日必着でお願いします。 

〒060-0909 札幌市東区北9条東1丁目2-22 北海道労働センター３階 


